














1.はじめに 

前厚生省川崎病研究班(班長:草川三治)が行った 3 群の薬剤に対する治療効果についての

研究は本症に対する初めての前向き調査のプロジェクトで、本症の治療法の確立という点

で重要な意義をもつ研究である。従って本研究班(班長:川崎富作)としてはこの研究を引き

継ぎ、今までに登録された症例(特に冠動脈後遺症例)の follow up と集められた多数の臨

床的資料を分析、検討し、本研究を更に有意義なものたらしむべく、本小委員会を作り調

査検討したのでその成績を報告する。 


